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l 学会録事 [ 
1. 2010年度日本藻類学会第2回持ち回り評議員会報告

第2回持ち回り評議員会 (2010年8月 12日'"'-'26日)を

開催し，次期会長候補者の推薦投票を行った。国内評議員

17名中 10名から投票があり，会長候補者推薦に関する申し

合わせに従い，得票者上位5名に対し学会事務局から推薦の

可否の確認を行った。その結果，次期会長候補者として，奥

田一雄氏，堀口健雄氏，本村泰三氏(五十音順)を評議員会

から推薦することとなった。

2. 2010年度日本藻類学会第3回持ち回り評議員会報告

第21E:1持ち回り評議員会 (2010年8月 12日'"'-'26日)

を開{催し， Phycological Researchの出版を依頼している

Wil巴y-Blackwell社との継続契約 (2011'"'-' 2016年)の可否

について審議した。その結果，匡l内評議員 17名中 12名から

回答を得，回答者全員の賛成により継続契約が了承された。

3. 日本藻類学会次期会長及び評議員選挙の結果について
次期会長 ・評議員選挙(任期:2011年 1月l日'"'-'2012 

年 12月31日)を 2010年9月7日から10月7日にかけて

実施した。2010年 10月8日，北海道大学大学院理学研究院

において，谷昌也会員，高容瑞会員，花房友香里会員の3名

の立ち会いのもと開票を行った。その結果に基づき，各当選

者の承諾を得て，以下の次期会長および評議員が選出された。

[会長選挙]

堀!こ|健雄(当選);本村泰三 (次点)

[評議員選挙]

北海道地区(定員2名)

本村泰三 (当選)，安井 肇!'(当選);四ツ倉典滋(次点)

東北地区(定員 1名)

仲間崇志 (当選);村岡大祐(次点)

関東地区(定員 3名)

宮村新ー ヰ(当選)，井上 勲*(当選)，北山太樹(当選); 

吉崎誠(次点)

東京地区(定員2名)

田中次郎 l' (当選)，馬田 智(当選);真山茂樹(次点)

中部地区(定員2名)

神谷充や11* (当選)，J宇津如比古(当選);倉島 彰(次点)
近畿地区(定員2名)

川井浩史*(当選)，吉永郁生(当選); I幡野恭子(次点)

中国四園地区(定員2名)

村l~iIT 昇 *(当選)，半田信司(当選);奥田一雄(次点)

九州地区(定員2名)

川口栄男 :!・(当選)，寺田竜太*(当選);野呂忠秀(次点)

日本以外の地区(定員2名)

ANG， Put O. Jr. (当選)， Critchley， Alan T. (当選); 

Lin， Showe-Mei (次点)

(敬称略，*は連続2期目となる評議員を示す)

第7回日本藻類学会研究奨励賞の募集案内
本賞は， ~菜類学の発展に積極的に寄与することを期待し，説 ください。なお，電子メールによる応募は受付できませんので，

類学及びその関連分野において優れた研究成果をあげた若手 ご了承下さい。

研究者(おおむね33歳以下)を表彰するものです。学会ホー

ムページ (http://wwwsoc.nu.ac.jp/jsp/WeJcome.htm)に掲載

されている本賞の募集案内をご参照下さい。多数の方々のご応

募をお待ち しています。

応募手続

学会ホームページにある日本藻類学会研究奨励賞推薦書を

ダウンロードし，必要事項を記入の上，本会事務局宛に郵送し

てください。その際，「研究奨励賞推薦書」 と必ず朱書き して

応募締め切り日 平成22年 12月24日(金)必着

応募書類送付先・問い合わせ先

〒060-0810 札幌市北区北 10条西8丁目

北海道大学大学院理学研究院自然史科学部門

多機性生物学分野2内 日本藻類学会事務局

Tel. 01ト706-2745.Fax. 011-706-4851 

E-mail: kogame@sci.hokudai.ac.jp 

会員の電子メールアドレスの登録
そのアドレスによる会員への連絡について

表記につきまして，「藻類」の前号 (58巻2号)の色紙頁にご案内を掲載しましたが，登録をするおつもりでお忘れの方もいらっ

しゃると思います。 つきましては í藻類」の前号 (58 巻 2 号)の色紙頁をごY，i~ V)ただき，電子メールアドレス登録を希望され

る方は登録をお願い致します。

日本藻類学会事務局




